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全国学力・学習状況調査（令和８年度問題） 振り返り表（小学校算数）

６年  組   番       氏名

に○、×を書いて自己採点をし、振り返りましょう。

1 （1）
式

       ８×８×８

５ｃｍ １２ｃｍ ※（２）は、２つとも
合っていたら○

    ／１６問

（４）小５ 小数のかけ算 小数の倍

（3） ３６ｃｍ３

（4）

（4） ア オ

（2）

式 １４÷０．２
  □×０．２＝１４
  １４÷２０×１００
  １４÷２×１０
  １４×５

求め方

 （正答例）直方体イの３辺の長さは、それぞれ25㎝、10×２＝20で20㎝、
７×２＝14で14㎝です。３辺の長さの合計は、25＋20＋14＝59で、59cm
です。59cmは60cm以下なので、送料は920円です。

《振り返って確かめてみよう》

2 （1） イ

小５上 P.４０～５１、P６４～７０
           特にここ → P.６４～６５

（4）

送料

   ９２０円

（3）

（3） ア ウ
（3）

※（３）は、２つとも
合っていたら○

※左の５つの式のうち、どれか１
つと、答えが書けていたら○

※求め方と送料の両
方が書けていたら○

（1）

答え

   ７０  匹
（2）

（4）
※（４）は、２つとも
合っていたら○

（３）小５ 単位量あたりの大きさ 小５下 P.２６～４１ 特にここ → P.２７～２９

関連する単元名

（１）

（２）

小４ がい数の表し方と使い方

小５ 割合

小４上 P.１１８～１３０ 特にここ → P.１２２

小５下 P.６４～８０ 特にここ → P.７４

小５上 P.１６～３１  特にここ → P.２０1

2

教科書のページ

（１）小５ 直方体と立方体の体積

（２）

（３）

（４）

小４ 直方体と立方体

小５ 直方体と立方体の体積

小４ 直方体と立方体

小４下 P.１００～１１３ 特にここ → P.１０６

小５上 P.１６～３１ 特にここ → P.１８

小４下 P.１００～１１３ 特にここ→ P.１０４



 

4

※（３）のアとイは、２つとも合っていたら○

※（１）は、学級の答えと説明の両方が書けて
いたら〇

イ
（3） 

小４ 小数のしくみ 小４上 P.７２～８９ 特にここ → P.８４～８５

（３）小４ 小数のしくみ 小４下 P.３６～４８ 特にここ → P.４３

小４下 P.３６～４８ 特にここ → P.４０～４１

(問題を解いて気付いた自分の課題や、これからの学習の目標を書きましょう。）

《振り返って確かめてみよう》

（４）小５ 帯グラフと円グラフ 小５下 P.８２～９１ 特にここ → P.８４

（２）小４ 小数のしくみ 小４上 P.９０～９１ 特にここ → P.９１

（３）小４ 折れ線グラフと表 小４上 P.２０～３５ 特にここ → P.３２～３３

（４）小４ 小数のしくみ

小４ 折れ線グラフと表 小４上 P.２０～３５ 特にここ → P.３２～３３

（２）

（4）

4

（1）

学級

（正答例）表１の２組の人数の３０と表２の２組の合計の人数の２７を比べる
と、「全員分のアンケートが整理されていない学級」は２組と分かります。

２０   分間

（1）

(2)
（2）

(3) ア １３  人 イ ８  人 (4)

わけ

  と  を通分すると、    は        、  は   なので、  の方が大きい。

  と  を小数で表すと、   は2.33…、  は1.75なので、      の方が大きい。

  と  を帯分数で表すと、  は         、   は    なので、  の方が大きい。

 分子が同じ分数では、分母が小さいほど分けた一つ分が大きくなるから、 の方が大きい。

(4) ウ
（4）

（3） ※正しい記号
と、左の４つ
のわけのう
ち、どれか１
つが書けてい
たら○

ア ６.３７－５＝１.３７ イ

(2)のアとイは、２つとも合っていたら〇

3 （1）
（1）

《次へのステップ！ ～わたしの課題と目標～》

（2）
（2）

（3）

５－３.７６＝１.２４

記号

関連する単元名 教科書のページ
3 （１）小４ 小数のしくみ 小４上 P.７２～８９ 特にここ → P.７９

（１）

9 15.

ア

２ 組


